
項目 景観形成基準 チェック欄 配慮又は工夫した内容 適否

主要な眺望点や交通量の多い道路等から容易に望見できる場
合は、地形に応じ、太陽光パネルの向きや傾斜を揃え、統一
感のある配置を行うこと。

□
適合
・

不適合

文化財、別荘地、野外レクリエーション地等との近接を避け
る、もしくは、樹木等による緩衝帯を設けること。

□
適合
・

不適合

太陽光パネルの材質は、低反射性のものを使用すること。 □
適合
・

不適合

太陽光パネルの模様が目立たないものを使用すること。 □
適合
・

不適合

太陽光パネルの色彩は、周辺の景観と調和した色彩を使用
し、黒色、濃紺色とし、低明度かつ低彩度の目立たないもの
を使用すること。

□
適合
・

不適合

主要な眺望点や交通量の多い道路等から容易に望見できる傾
斜面に設置する場合は、太陽光パネルのフレームの色彩につ
いても、パネル部分と同色か黒色又は濃紺色とし、低明度か
つ低彩度の目立たないものを使用すること。

□
適合
・

不適合

附属設備（パワーコンディショナ、キュービクル等）は、周
辺景観と調和した色彩とし、低彩度で統一すること。

□
適合
・

不適合

樹木の伐採は、必要最小限とすること。 □
適合
・

不適合

交通量の多い道路等から見える場所や隣接して民家等集落が
ある場合は、太陽光発電設備の目隠しとなるよう、境界付近
に植栽もしくは塀等を設置すること。

□
適合
・

不適合

太陽光発電設備及び敷地内は、定期的に保守点検を行うなど
適切に維持管理し、時間的経過に伴う景観悪化を防ぐ等維持
管理に努めること。

□
適合
・

不適合

事業終了後には、適切に撤去及び処分を行うこと。 □
適合
・

不適合
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